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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 
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１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） 交 通 施 策 の 観 点 か ら 、 い か に 国 土 全 体 と 地 域 ・

拠 点 間 で シ ー ム レ ス な ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 を 図 る か 。  

 我 が 国 の 高 規 格 幹 線 道 路 網 は １ ４ ０ ０ ０ ｋ ｍ の 約 ９

割 が 開 通 す る な ど 着 実 に 整 備 延 長 を 伸 ば し て き た 。 し

か し 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 質 に 目 を 向 け れ ば 、 諸 外 国 に 例

を 見 な い 暫 定 ２ 車 線 区 間 が 約 ４ 割 を 占 め 、 都 市 間 の 移

動 性 が 劣 っ て い る 。 加 え て 、 港 湾 ・ 空 港 ・ 鉄 道 駅 等 の

交 通 拠 点 と 高 規 格 道 路 へ の ア ク セ ス は 、 ネ ッ ト ワ ー ク

の 不 連 続 に よ り 時 間 を 要 し て い る 。 よ っ て 、 い か に 都

市 間 の 移 動 性 を 向 上 さ せ る と と も に 、 地 域 内 の 各 種 公

共 交 通 機 関 と の 連 携 を 図 っ て い く か が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 自 然 災 害 の 観 点 か ら 、 い か に 発 災 時 に お い て 迅

速 な 復 旧 作 業 を 支 援 で き る 道 路 整 備 を 進 め て い く か  

能 登 半 島 地 震 や 西 日 本 豪 雨 な ど 、 近 年 に お け る 災 害

の 激 甚 化 ・ 頻 発 化 に 伴 い 、 長 期 間 に 渡 り 通 行 止 め が 発

生 し て い る ケ ー ス が 散 見 さ れ る 。 そ の た め 、 い か に 発

災 時 の 早 期 復 旧 や 救 援 物 資 の 輸 送 を シ ー ム レ ス に 行 え

る よ う な 道 路 整 備 を 進 め て い く か が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） 持 続 可 能 な 観 点 か ら 、 い か に 活 力 あ る 暮 ら し や

す い 地 域 社 会 を 実 現 し て い く か  

 地 方 部 で は 少 子 高 齢 化 が 急 速 に 進 み 、 加 え て 人 口 減

少 等 の 影 響 に よ り 公 共 交 通 が 衰 退 し て い る 。 よ っ て い

か に 地 域 交 通 の 再 構 築 を 図 り 、 活 力 あ る 地 域 社 会 の 実

現 お よ び 外 出 機 会 の 創 出 を 図 る か が 課 題 で あ る 。  
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 社 会 資 本 整 備 を 進 め る に あ た り 、 国 土 全 体 や 地 域 ・

拠 点 間 で シ ー ム レ ス な ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 が 必 要 不 可 欠

で あ る と 考 え る た め 、 「 交 通 施 策 の 観 点 か ら 、 い か に

国 土 全 体 と 地 域 ・ 拠 点 間 で シ ー ム レ ス な ネ ッ ト ワ ー ク

強 化 を 図 る か 。 」 を 最 重 要 課 題 と し 解 決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ） 全 国 的 な シ ー ム レ ス ネ ッ ト ワ ー ク 整 備  

 物 流 や 観 光 、 災 害 、 医 療 な ど あ ら ゆ る 分 野 で 機 能 す

る 全 国 的 な シ ー ム レ ス ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 図 る 。 具

体 的 に は 、 暫 定 ２ 車 線 の ４ 車 線 化 や 、 高 規 格 幹 線 道 路

の ミ ッ シ ン グ リ ン グ の 解 消 、 さ ら に 大 都 市 圏 郊 外 へ の

環 状 道 路 を 整 備 す る 。 ま た 、 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 の 三

大 都 市 圏 を シ ー ム レ ス に 移 動 出 来 る リ ニ ア 中 央 新 幹 線

を 早 期 に 整 備 す る 。 こ れ ら の 整 備 に よ り 従 来 に 増 し て

移 動 時 間 の 短 縮 や 、 目 的 地 に お け る 滞 在 時 間 拡 大 、 更

に は 災 害 時 に お け る 代 替 手 段 の 確 保 等 が 見 込 め る 。  

（ ２ ） 地 域 交 通 の リ ・ デ ザ イ ン の 構 築  

 地 域 交 通 の 再 構 築 を 行 う こ と に よ り 、 活 力 あ る 地 域

社 会 の 実 現 を 図 る 。 具 体 的 に は 、 鉄 道 駅 を 拠 点 と し た

交 通 結 節 点 を 整 備 し 、 市 街 地 と 生 活 拠 点 を 結 び 都 市 の

集 約 が 期 待 で き る L R T や 、 市 街 地 を 循 環 す る コ ミ ュ ニ

テ ィ バ ス を 整 備 す る 。 更 に 乗 入 タ ク シ ー な ど 様 々 な 交

通 機 関 が 鉄 道 駅 へ 乗 り 入 れ る こ と で 、 末 端 交 通 へ の 強

化 お よ び 目 的 地 ま で の ラ ス ト ワ ン マ イ ル を 強 化 さ せ 、

外 出 機 会 を 創 出 し シ ー ム レ ス な 移 動 を 実 現 さ せ る 。  
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３ ． 波 及 効 果 と 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 解 決 策  

 波 及 効 果 は 、 全 国 的 な シ ー ム レ ス ネ ッ ト ワ ー ク 構 築

に よ り 、 周 遊 観 光 の 活 性 化 や 、 輸 送 エ リ ア や 販 路 の 拡

大 な ど あ ら ゆ る 産 業 分 野 で 機 能 を 発 揮 す る 。 ま た 地 域

交 通 の リ ・ デ ザ イ ン に よ り 、 外 出 機 会 の 創 出 （ 特 に 高

齢 者 ） が 図 ら れ 、 活 力 あ る 地 域 活 性 化 に 付 与 す る 。  

 一 方 で 、 新 た に 生 じ う る リ ス ク と し て 、 道 路 整 備 に

よ り 、 訪 問 客 の 著 し い 増 加 が 見 込 ま れ 、 周 辺 の 道 路 渋

滞 の 激 化 や 、 観 光 客 自 身 の 満 足 度 を 低 下 さ せ る 「 オ ー

バ ー ツ ー リ ズ ム 」 の 状 態 に 陥 る リ ス ク が 懸 念 さ れ る 。  

 解 決 策 と し て 、 需 要 の 分 散 化 を 図 り 、 交 通 需 要 の 調

整 を 図 る 「 交 通 需 要 マ ネ ジ メ ン ト 」 の 実 施 を 行 う 。 具

体 的 に は 、 郊 外 の 駐 車 場 に 車 を 駐 車 さ せ 、 鉄 道 や バ ス

等 の 公 共 交 通 機 関 へ 乗 り 換 え て 移 動 す る 「 パ ー ク ア ン

ド ラ イ ド 」 の 実 施 に よ り 、 公 共 交 通 機 関 へ の シ フ ト を

促 し 、 観 光 地 周 辺 の 道 路 渋 滞 や 混 雑 の 緩 和 、 お よ び 需

要 が 平 準 化 さ れ シ ー ム レ ス な 移 動 が 可 能 と な る 。  

４ ． 技 術 者 倫 理 と 社 会 の 持 続 性  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 で は 、 施 策 の 実 施 が 公 益 性 に 資 す

る こ と を 最 優 先 に 考 え 、 地 域 住 民 へ の 影 響 も 大 き い た

め 、 住 民 説 明 会 等 に よ り 住 民 と の 合 意 形 成 を 図 る 。  

ま た 社 会 の 持 続 的 観 点 で は 、 S  D  G  s に 示 さ れ る 開

発 目 標 を 踏 ま え た 検 討 を 行 う と と も に 、 地 球 環 境 保 全

や カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 寄 与 す る 技 術 を 優 先 的 に 採

用 す る こ と に も 留 意 し て 、 業 務 遂 行 を 図 る 。  


